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乗用 トラクターの選択方法

滋近､農業構造の改善事業､甘煮栽軌 面積の拡

張などで､狭い沖縄内にも新たに農地を造成する

7拝繋が各地で見られるようになった｡このようこ

して開墾造成された農地に､作物を栽tli･する際 ト

ラクターによる機械化方式が盛んに取 り入れられ

ているが､中には土地条件､作物栽培条件などを

考慮 しないままに機械が導入され､その結果折角

高価な資金を投じて購入した トラ'/クーが充分に

活用されていない向きが見られる｡

機械を充分に活用するためには､先ず軍人の際

に倭/<の条件を考慮することが大切であるが､今

回は､基本的性能 (出力特性､牽引性能等)は別

として､運転視界､地上間隙､輪距､走行速度､

機動性等について､ トラクターの選定に当ってこ

れらの性能のうち､どれに重点をおくべきかにつ

いて述べてみよう｡

1. 運 転 視 界

トラクターの運転中は､絶えず前車輪の位置や

作実健の状態に注意しなければならない｡これは

耕転整地作業の場合にもある程度必要なことであ

るが､目.兼井作業の場合には絶対不可欠な条件であ

る｡

また1r5ilaのような トラクターは視角55-65度

であって､この トラクターによって中緋作業を行

な う時の作業速度は毎時3.Oknl程度であるが､同園

bののような形の トラクターの視角は40-45度で

見やすいので

毎時 ｣.5km程

度の速度で作

業を行なうこ

とが可能であ

る｡

また前車輪

が運転席から

見えやすいこ

とも必要な粂

1 図 作である｡

(4)

2.地 上 間 隙

どの名主度の地上間隙てあるべきかは､ トラクタ

ーの班川El的によって 異なり､ 一様には ,i-.･えな

い｡玉ねぎなどの中朋には地上間隙の高い トラク

メ-てなければ作物を傷めてしまうが､巣酬卦 こ

使用するトラクターはできるだけ低くないと捌枝

を折るおそれがある｡また傾斜地で使用するため

には､ 重心の位置は 出来るだけ低い方が 安定す

る｡水田での作業の際に､申輪が少し沈下しただ

けで腰がつかえてしまってほ動きがとれないし､

すき起し作業の場合には､車軸などがすき溝の壁

に当るために深耕が出来ないようなことになる｡

(2図)地上間隙は車輪の大きさや申軸部の形に

よって異なるが､水江17:蚊ITJする トラクターとし

ては､少なくとも35-｣0叫 土必要である｡

3. 輪 (トレッド)

輪距とは､前車輪閃または後串輸問のW灘 であ

って(3岡)､地上間隙と同様に萌要なものであ
る｡畦間の距離は作物によって異なるから､ トラ

クターとしては､できるだけそれぞれの畦間間隙

に令わせられることが望ましいことはいうまでも

ない｡

しかし輪距調節段数の多いほど構造が複雑とな

[)高価になるから､畦間はできるだけ統一-した幅

にすべきであろう｡しかし､例えば胡起作業のと

きは右車輪がレキ壁に沿って走るように･t嗣Iiを調

節する必要があるし､直装式作業機の場合は､作

業機が車輪に当らないように輪距を拡げろ必要が

生ずることもある｡

また､憤斜地などは輪距を拡げltば安定がよく

なる｡

4.走 行 速 度

トラクターは作業に支障のない限り､なるべく

早く走行した方が経済的である｡また広い作業巾

を低速で作業するより､狭くても高速て作業する

方が牽引力が少なくて十人軽見な トラクターで作

業することが百1能であ･).したがって トラクター



を安仙にすることができる｡

馬を仕った場合の作業速度は､ 普通毎時3.5-

-I.5加卜程度である｡ 従来 トラクター用作業俵は､

この馬の速度に適合するように設計されていたが

高速にした方が経済的なので､しだいに高速用に

改良されてきている｡ トラクターの走行速度は毎

時5.0km程度は普通となり､時には時速6.Oknl以上

で作業することも珍らしくはない｡

トラクターに要求される牽引力と走行速度は多

種多様なので､変速比もそれに適合するものでな

けれ fならないO たとえば 果樹園の薬剤撒布で

は､低速で走行することを必要とするが､エンジ

ンの回転を落してほ充分な馬力が出ないので､変

速装置によって この低速度を 得なければならな

い○

ロータリーjtJl転作業は大きな馬力を必要とする

ので､やむを得ず走行速度を落さなければならな

いのであるが､これに適した低速ギヤーがないと

きは､桝深を浅くするか､または耕巾の小さい桝

転装置を取付けなければならないことになる｡

道路走行用としては､時速15-20khl程度になる

ような変速ギヤーを備えている｡これはあまり高

速ても､沖縄のような狭い耕地､軽備されていな

い農道では使用できないし危険でもある｡しかも

トレーラーを牽引する際に､ひんぽんに低速ギヤ

ーに変速しなくてほならないのでは､かえって不

便である｡一般には時速15-18k7n程度で充分であ

ろう｡

クローラー塑 トラクターの場合は､高速で道路

を走行することはできないので､このような高速

ギヤーは備えていない｡

5.機 動 性

沖縄のkJr-地は区由が小さいので､ トラクターは

旋InH三経の小さいことが要求される｡

クロラー塑 トラクターは一方の軌道荷のクラッ

チをりJE)さらにはブレーキをかけて停止させるこ

とによって､その場で旋回を行なうことも可能で

ある｡

ホイール塑 トラクターの場合でも前車輪のかじ

lIiりだけでなく､後輪の一方 (旋回しようとする

内側の車輪)を制動することによって旋回半径を

かなり小さくすることができる｡

(5)

地上間隙が少7=いと帽がつかえる
2 図

旋回､l三径は､

旋担1時に ･番

外側の申輪が

地価に描く門

の､胃管である

,')こ､この旋回

半径は前車輪

のI.･l転角が大

3 図
る｡

以上1-5まで述べたことは､ トラクターを運転

する立場から官憶 すべき事柄であるが､')引祭に使

用する場合もうーっ重要なことは､各日の圃場条

件に合致 した機種､型式､大きさを選択すること

である｡つまり､充分に圃場効率を高め得るトラ

クターを選択するということである｡このことに

ついて説明を加えると､

作業能率は､たんに作用巾と走行速度を虎じた

だけでは求められない｡声際の作業能力はこれよ

りもかなり低いのであって､こlLを表わすのに､

｢有効圃場作業量｣ということばが使われ､一時

間あたりの作業面積によって表わされる｡

作業機 の走行速度と作業111を フ′レに /卜かした

場合の ｢】那鈷作業量｣に対して､ ｢有効値閲 作業

量｣がその何%にあたるかを表わすのが､ ｢陸腸

効率｣である｡有効圃場作業量が理論作業追よ.)

少ないのは､次のような原田による時間択矢があ

るためである｡

一作用巾の重複､枕地における旋回､作川部え
の草やワラのつまり､種子や肥料の補給､収穫物

の積下 し､敵城の調整および小修理､潤醐両の補
給､その他-この圃場効率にはl｣常の保l:J二管理､
開場えの往復､あるいは大故障などによる時間tlri

矢は含めない .圃場効率は､桝転作業で70-90%

播種作業で60-80%､収軽作業で65-85%程度が

普通である｡有効圃場作業量は次の式によって簡

単に求めることができる｡

有効圃場作業量-走行速度 (m/S)×

有効作用巾 (m)×圃場効率÷278


